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 コミュニケーションにおける目的・場面・状況の設定と多様な表現の理解 

 POINT① 目的・場面・状況設定の明確化 

 POINT② コミュニケーションにおける背景理解 

 POINT③ 書くこと・話すことにおける多様な伝え方の理解 

      
 

【 英語 】自分の考えやその理由を書くことが苦手 

 
         目的・場面・状況設定の明確化  

                   

   

         コミュニケーションにおける背景理解                                    

                                      

 

 

    

         書くこと・話すことにおける多様な伝え方の理解 

                                       
○場面に応じた適切な表現を学ばせる 

 ・同じテーマや、同じ内容を表現するのでも、 

  手段（やり取り・発表・書く）や場面（フォ 

  ーマルな場・カジュアルな場）、目的（交流 

  や面接など）によって伝え方は変わってくる。 

  これらを理解することによって、多様な表現 

  を習得することができるようになる。  

ＰＯＩＮＴ① 

ＰＯＩＮＴ③ 

ＰＯＩＮＴ② 

手立て 

具体例 

課 題 

○自分自身を表現する機会をつくりだす 

 ・特定の言語材料を使って表現することを主の目的 

  にするのではなく、学習した言語材料を使って 

  表現したり、理解したりする目的・場面・状況を 

  明確に設定することで、実際に近いコミュニケー 

  ションを生み出すことができる。そして、それが 

  学習意欲につながることが期待できる。 

○言語文化や慣習に基づく適切な表現を学ばせる 

 ・実際に近いコミュニケーションを生み出すために 

  は、その国の言語文化を理解する必要がある。  

  指導者がこれらを理解し、伝えていくことで学び 

  に深まりが生まれる。 

 ・右の例は、日本語（文化）に基づく解釈をすると、 

  混乱が生じる可能性があることを示している。 


